
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

六
三

は
じ
め
に

　『
長
恨
歌
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
文
學
作
品
を
生
み
出
し
て
來
た
唐
玄

宗
（
朙
皇
）
と
楊
貴
妃
の
物
語
は
、
元
雜
劇
に
お
い
て
も
そ
れ
を
題
材
と
し
て
幾

つ
か
の
作
品
が
作
ら
れ
た
が
、
玄
宗
あ
る
い
は
楊
貴
妃
を
主
役
と
す
る
作
品
で
現

存
す
る
の
は
、
殘
念
な
が
ら
、
玄
宗
を
主
役
と
す
る
白
仁
甫
（
白
樸
）『
唐
朙
皇

秋
夜
梧
桐
雨
』（
名
『
梧
桐
雨
』）
雜
劇（
１
）の
み
で
あ
る
。『
錄
鬼
簿（
２
）』
に
は
、『
梧

桐
雨
』
雜
劇
と
同
じ
く
、
玄
宗
か
楊
貴
妃
が
主
役
と
思
わ
れ
る
雜
劇
の
題
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
完
全
な
形
で
は
現
存
し
て
い
な
い
。
關
漢
卿
『
唐
朙
皇

哭
香
囊
』（
名
『
哭
香
囊
』、
正
名
『
唐
朙
皇
諬
瘞
哭
香
囊
』）
雜
劇
と
岳
伯
川
『
羅

公
遠

斷
楊
貴
妃
』（
名
『
楊
貴
妃
』）
雜
劇
は
、
馬
嵬
坡
で
楊
貴
妃
が
死
を
廹

ら
れ
る
場
面
を

く
套
數
が
一

分
殘
さ
れ
る
の
み（
３
）で
、
白
仁
甫
『
唐
朙
皇
遊
⺼

宮
』（
名
『
幸
⺼
宮
』）
雜
劇
と
庾
吉
甫
『
楊
太
眞
霓
裳
怨
』（
名
『
霓
裳
怨
』）

雜
劇
、
同
じ
く
庾
吉
甫
『
楊
太
眞

淸
宮
』（
名
『

淸
宮
』、
正
名
『
楊
太
眞
浴

罷

淸
宮
』）
雜
劇
は
題
し
か
殘
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
い
て

か
れ
る
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
の
解
釋

に
つ
い
て
は

々
な
議
論
が
あ
り
、
特
に
淸
代
戲
曲
『
長
生
殿
』
と
比
べ
る
と
、

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
對
す
る
評
價
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
で
は
特

に
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
二
人
の
な
れ

そ
め
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
、
玄
宗
の
中
秋
⺼
宮
行
（
朙
皇
遊
⺼
宮
）
の
物
語
と
、

そ
こ
に
登
場
す
る
嫦
娥
と
楊
貴
妃
と
の
關
係
に
着
目
し
て
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に

お
け
る
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

一
　
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
な
れ
そ
め
に
つ
い
て

　
從
來
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
評
價
が
低
い
原
因
の
一
つ
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃

が
も
と
は
舅
と
嫁
の
關
係
で
あ
っ
た
と
い
う
史
實
を
隱
し
て
い
な
い
點
に
あ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
、
正
末
玄
宗
が
初
め
て
登
場
し
た
時
の
セ
リ
フ
に
、
楊
貴
妃

と
の
な
れ
そ
め
を
語
る

分
が
あ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
　
第
一
折
（
楔
子（
４
））

（
正
末
扮
唐
玄
宗
駕
、
旦
扮
楊
貴
妃
、
引
高
力
士
、
楊
國
忠
、
宮
娥
上（
５
））（
正（
６
））

…
…
。
六
宮
嬪
御
雖
多
、
自
武
惠
妃
死
後
、
無
當
意
者
。
去
年
八
⺼
中
秋
、

遊
⺼
宮
、
見
嫦
娥
之
貌
、
人
閒
少
㊒
。
昨
壽
邸
楊
妃
、
絕
類
嫦
娥
、
已
命

爲
女
衟
士
。
既
而
取
入
宮
中
、
策
爲
貴
妃
、
居
太
眞
院
。
寡
人
自
從
太
眞
入

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

　
　

�

櫻
木
陽
子



日
本
中
國
學
會
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第
六
十
八
集

六
四

　
玄
宗
の
貴
妃
楊
氏
は
、
…
…
。
始
め
は
壽
王
妃
爲
り
。
開
元
二
十
四
年
、

武
惠
妃
の

ず
る
や
、
後
廷
に
帝
の
意
に
當
た
る
者
無
し
。
或
る
ひ
と
言
う

に
「
妃
の
姿
質
は
天
挺
な
り
、
宜
し
く
掖
廷
に
充
つ
べ
し
」
と
。
遂
に
召
し

て
禁
中
に
內
る
る
に
、
之
を

と
し
、

ち
自
ら
妃
の
意
に
出
づ
る
者
と
爲

し
、
丐
わ
せ
て
女
官
に
籍
し
、
太
眞
と
號
せ
し
む
。
更
め
て
壽
王
の
爲
め
に

韋
詔
訓
の
女
を
聘
し
、
而
し
て
太
眞
　
幸
を
得
る
。
…
…
。
天
寶
の
初
め
、

貴
妃
に
進
册
す
。

　
先
程
引
用
し
た
玄
宗
の
セ
リ
フ
の
歬
、
つ
ま
り
玄
宗
が
登
場
す
る
歬
に
は
、
安

祿
山
の
敗
戰
に
ま
つ
わ
る
狀
況
が

か
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
『
新
唐
書
』
や
『
㊮

治
通
鑑
』
な
ど
の
記
載
を
踏

し
た
表
現
が
目
立
つ）
（（
（

。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
楊
貴

妃
が
玄
宗
の
息
子
壽
王
の
妃
で
あ
っ
た
史
實
が
隱
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、
史
書
の

記
載
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
結
果
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
玄
宗
が

楊
貴
妃
と
の
な
れ
そ
め
を
語
る
段
で
は
、
史
書
を
引
用
し
た
よ
う
な
表
現
の
中
に
、

の
出
來
事
と
斷
り
な
が
ら
も
、
⺼
宮
に
行
っ
て
嫦
娥
に
會
っ
た
と
い
う
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
色
の
あ
る
物
語
が
插
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
こ
の
後
に
は
、
楊
貴
妃
が
玄
宗
と
の
な
れ
そ
め
を
語
る
セ
リ
フ
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
當
時
は
壽
王
妃
で
あ
っ
た
楊
氏
が
、
中
秋
が
誕
生
日
で
あ
る
玄
宗
の

誕
生
祝
い
に
行
く
と
い
う
、
舅
と
嫁
が
顏
を
合
わ
せ
る
狀
況
と
し
て
、
よ
り
現
實

味
の
あ
る
設
定
が
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
セ
リ
フ
で
も
、
玄
宗
の
セ
リ
フ
同

に
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
見
初
め
た
理
由
を
楊
貴
妃
が
嫦
娥
に
似
て
い
た
か
ら
と
し

て
い
る）

（（
（

。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
　
第
一
折）

（（
（

（
旦
扮
貴
妃
、引
宮
娥
上
）
（（
（

）
身
楊
氏
、弘
農
人
也
。
父
親
楊
玄
琰
、爲
蜀
州
司
戶
。

宮
、
朝
歌

宴
、
無
㊒
虛
日
。

（
正
末
は
唐
玄
宗
の
天
子
に
扮
し
、
旦
は
楊
貴
妃
に
扮
し
、
高
力
士
、
楊
國
忠
、
宮
女

を
ひ
き
い
て
登
場
）（
正
末
）
…
…
。
後
宮
に
は
妃
が
多
い
と
は
い
え
、
武
惠

妃
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
意
に
㊜
う
も
の
が
い
な
か
っ
た
。
去
年
の
八
⺼

中
秋
に
、

で
⺼
宮
に
遊
び
に
行
き
、
嫦
娥
の
容
貌
を
見
た
が
、
人
閒
世
界

で
は
稀
な
美
し
さ
で
あ
っ
た
。
先
頃
壽
王
の
邸
の
楊
妃
が
、
嫦
娥
に
極
め
て

似
て
い
る
の
で
、女
衟
士
に
な
る
よ
う
に
命
じ
た
。
や
が
て
後
宮
に
入
れ
て
、

貴
妃
の
位
を
與
え
、太
眞
院
に
住
ま
わ
せ
て
い
る
。朕
は
太
眞
が
後
宮
に
入
っ

て
か
ら
と
い
う
も
の
、朝
に
は
歌

に

れ
に
は
宴
が
途
切
れ
る
日
は
な
い
。

　
こ
の
セ
リ
フ
で
は
、
玄
宗
が
息
子
壽
王
の
妃
で
あ
っ
た
楊
氏
を
自
分
の
妃
に
す

る
た
め
に
、
女
衟
士
に
出
家
さ
せ
て
壽
王
と
離
緣
さ
せ
た
こ
と
が
あ
か
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
き
っ
か
け
は
、
玄
宗
が
「
去
年
八
⺼
中
秋
」
に

で
⺼
宮
に
行
っ
て

嫦
娥
の
容
貌
を
見
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
嫦
娥
が
單
な
る
美
人
の
比

喩
で
は
な
い
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る（

７
）。

　『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
、
特
に
セ
リ
フ
の

分
に
は
史
書
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て

い
る
箇
所
の
多
い
こ
と
は
先
行
硏
究
に
お
い
て
既
に
指

さ
れ
て
い
る
が（
８
）、
こ
の

玄
宗
の
セ
リ
フ
も
『
新
唐
書
』
卷
七
十
六
や
『
㊮
治
通
鑑
』
卷
二
百
十
五
の
記
載

に
基
づ
い
て
い
る
。

『
新
唐
書
』
卷
七
十
六
　
后
妃
傳（

９
）

　
玄
宗
貴
妃
楊
氏
、
…
…
。
始
爲
壽
王
妃
。
開
元
二
十
四
年
、
武
惠
妃

、

後
廷
無
當
帝
意
者
。
或
言
妃
姿
質
天
挺
、
宜
充
掖
廷
、
遂
召
內
禁
中
、
之
、

爲
自
出
妃
意
者
、
丐
籍
女
官
、
號
太
眞
。
更
爲
壽
王
聘
韋
詔
訓
女
、
而
太

眞
得
幸
。
…
…
。
天
寶
初
、
進
册
貴
妃
。



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

六
五

貴
妃
、
半
后
服
用
。

　
楊
貴
妃
は
小
字
は
玉
環
、
弘
農

陰
の
人
な
り
。
後
に

州
永
樂
の
獨
頭

村
に
徙
居
す
。
高
祖
令
本
は
金
州
刺
史
な
り
。
父
玄
琰
は
蜀
州
司
戶
な
り
。

…
…
。
開
元
二
十
二
年
十
一
⺼
、
壽
邸
に
歸
ぐ
。
二
十
八
年
十
⺼
、
玄
宗
　

溫
泉
宮
に
幸
す
。
高
力
士
を
し
て
楊
氏
の
女
を
壽
邸
よ
り
取
り
、
度
し
て
女

衟
士
と
爲
し
、
太
眞
と
號
し
、
內
の
太
眞
宮
に
住
ま
わ
し
む
。
天
寶
四
載
七

⺼
、
左
衞
中
郞
將
韋
昭
訓
の
女
を
册
し
て
壽
邸
に
配
す
。
是
の
⺼
、
鳳
凰
園

に
て
太
眞
宮
の
女
衟
士
楊
氏
を
册
し
て
貴
妃
と
爲
し
、后
の
服
用
を
半
に
す
。

　
こ
こ
か
ら
楊
貴
妃
の
セ
リ
フ
は
、
二
人
の
出
會
い
の
時
朞
が
開
元
二
十
八
年
の

十
⺼
か
ら
八
⺼
十
五
日
の
中
秋
に
變
え
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、
お
お
か
た
『
楊
太

眞
外
傳
』
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
壽
王
妃
だ
っ
た
楊
氏
が
玄
宗
の
貴
妃
に
な
る
ま

で
の
經
緯
を
年
代
ご
と
に
正
確
に
述
べ
よ
う
と
意

し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
お
そ
ら
く
史
書
に
準
ず
る
㊮
料
と
し
て
『
楊
太
眞
外
傳
』
が
利
用
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
楊
貴
妃
の
セ
リ
フ
と
玄
宗
の
セ
リ
フ
を
比
べ
る
と
、
二
人
の
な

れ
そ
め
に
つ
い
て
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
時
閒
的
な
認

が
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
楊
貴
妃
の
セ
リ
フ
で
は
、
開
元
二
十
八
年
（
七
四
〇
）
に
玄
宗
に
見
初
め

ら
れ
て
女
衟
士
に
な
っ
て
か
ら
、
天
寶
四
載
（
七
四
五
）
に
貴
妃
に
な
る
ま
で
五

年
が
經
過
し
て
い
る
。
貴
妃
に
な
っ
て
か
ら
、
長
生
殿
で
七
夕
の
夜
に
愛
の
誓
い

を
す
る
第
一
折
の
時
點
ま
で
も
、
更
に
あ
る
程
度
の
時
閒
が
經
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
（『
長
恨
歌
傳
』
で
は
、
仙
宮
の
楊
貴
妃
が
長
生
殿
を
天
寶
十
載
（
七
五
一
）
の
出
來

事
と
言
っ
て
い
る
）。
し
か
し
玄
宗
は
、
⺼
宮
に
行
っ
た

を
見
た
時
を
「
去
年
」

と
言
っ
て
お
り
、
セ
リ
フ
を
發
し
た
時
點
、
つ
ま
り
既
に
楊
氏
を
自
分
の
貴
妃
と

し
て
い
る
時
點
ま
で
一
年
し
か
經
っ
て
い
な
い
と
認

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

開
元
二
十
二
年
、

恩
選
爲
壽
王
妃
。
開
元
二
十
八
年
八
⺼
十
五
日）
（（
（

、
乃
主

上
聖
節
、

身
朝
賀
。
聖
上
見

貌
類
嫦
娥
、
令
高
力
士
傳
旨
、
度
爲
女
衟

士
、
住
內
太
眞
宮
、
賜
號
太
眞
。
天
寶
四
年）

（（
（

、
册
封
爲
貴
妃
、
半
后
服
用）
（（
（

、

幸
殊
甚
。

（
旦
は
貴
妃
に
扮
し
、
宮
女
を
ひ
き
い
て
登
場
）
わ
た
く
し
は
楊
氏
、
弘
農
の
出

身
で
す
。
父
の
楊
玄
琰
は
蜀
州
司
戶
で
し
た
。
開
元
二
十
二
年
に
か
た
じ
け

な
く
も
壽
王
妃
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
開
元
二
十
八
年
八
⺼
十
五
日
は
、
皇
帝

陛
下
の
お
誕
生
日
で
、
わ
た
く
し
は
朝
賀
い
た
し
ま
す
と
、
陛
下
は
わ
た
く

し
の
容
貌
が
嫦
娥
に
似
て
い
る
と
思
し
召
し
て
、
高
力
士
に
女
衟
士
と
し
て

出
家
さ
せ
る
よ
う
詔
を
傳
え
さ
せ
、
內
の
太
眞
宮
に
住
ま
わ
せ
、
太
眞
と
い

う
號
を
賜
り
ま
し
た
。
天
寶
四
年
に
貴
妃
に
册
封
さ
れ
、
皇
后
の
半
分
の
待

遇
を
受
け
、
殊
の
外

愛
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
楊
貴
妃
を
「
弘
農
人
」
と
す
る
の
は
、『
㊮
治
通
鑑
』『

唐
書
』『
新
唐
書
』

に
は
見
え
な
い
。
陳
鴻
『
長
恨
歌
傳）

（（
（

』
に
は
「
詔
高
力
士
潛
搜
外
宮
、
得
弘
農
楊

玄
琰
女
於
壽
邸
。」（
高
力
士
に
詔
し
て
潛
か
に
外
宮
を
搜
さ
し
め
、
弘
農
の
楊
玄
琰
の

女
を
壽
邸
に
得
た
り
。）
と
あ
る
。
そ
の
他
の
記
述
と
も
比
べ
合
わ
せ
る
と
、
こ
の

セ
リ
フ
は
『
楊
太
眞
外
傳
』
の
記
載
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

樂
史
『
楊
太
眞
外
傳）

（（
（

』
卷
上

　
楊
貴
妃
小
字
玉
環
、
弘
農

陰
人
也
。
後
徙
居

州
永
樂
之
獨
頭
村
。
高

祖
令
本
、
金
州
刺
史
。
父
玄
琰
、
蜀
州
司
戶
。
…
…
。
開
元
二
十
二
年
十
一

⺼
、
歸
於
壽
邸
。
二
十
八
年
十
⺼
、
玄
宗
幸
溫
泉
宮
。
使
高
力
士
取
楊
氏
女

於
壽
邸
、
度
爲
女
衟
士
、
號
太
眞
、
住
內
太
眞
宮
。
天
寶
四
載
七
⺼
、
册
左

衞
中
郞
將
韋
昭
訓
女
配
壽
邸
。
是
⺼
、
於
鳳
凰
園
册
太
眞
宮
女
衟
士
楊
氏
爲



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

六
六

も
⺼
宮
行
に
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
全
體
の
物
語
の
內
容

や
、
一
般
的
に
知
ら
れ
た
二
人
の
な
れ
そ
め
か
ら
見
れ
ば
、
嫦
娥
に
關
す
る
物
語

は
む
し
ろ
無
い
ほ
う
が
全
體
の
物
語
は
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
書
い
て

い
る
以
上
、
書
い
た
理
由
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

二
　
玄
宗
の
中
秋
⺼
宮
行
の
物
語

　
玄
宗
が
中
秋
の
夜
に
⺼
宮
に
行
く
物
語
（
朙
皇
遊
⺼
宮
）
は
、
實
は
唐
宋
代
か
ら

見
ら
れ
る
。
唐
宋
代
の
主
要
な
⺼
宮
行
の
作
品
と
し
て
、
柳
宗
元
の
作
と
さ
れ
る）

（（
（

『
河
東
先
生
龍
城
錄
』「
朙
皇

遊
廣
寒
宮
」、
唐
末
五
代
朞
の
作
と
さ
れ
る）
（（
（

敦
煌

文
獻
「

淨
能
詩
」
や
、『
太
平
廣
記
』
卷
二
十
二
「
羅
公
遠
」、
卷
二
十
六
「

法
善
」
等
が
擧
げ
ら
れ
る
。

『
河
東
先
生
龍
城
錄
』「
朙
皇

遊
廣
寒
宮）
（（
（

」

　
開
元
六
年
、
上
皇
與
申
天
師
衟
士
鴻
都
客
八
⺼

日
夜
、
因
天
師
作
術
、

三
人
同
在
雲
上
遊
⺼
中
。
…
…
。
下
見
㊒
素
娥
十
餘
人
。
皆
皓
衣
乘
白
鸞
徃

來
、

笑
於
廣
陵
大
桂
樹
之
下
。

聽
樂
♫
嘈
雜
。
亦
甚
淸
麗
。
上
皇
素
解

♫
律
、
熟
覽
而
意
已
傳
。
頃
天
師
亟
欲
歸
、
三
人
下

旋
風
。
忽
悟

醉
中

廻
爾
。
次
夜
上
皇
欲
再
求
徃
、
天
師
但
笑
謝
而
不
允
。
上
皇
因
想
素
娥
風

中
飛

袖
被
、
編
律
成
♫
、
製
霓
裳
羽
衣

曲
。
自
古
洎
今
、
淸
麗
無
復
加

於
是
矣
。

　
開
元
六
年
、
上
皇
は
申
天
師
、
衟
士
鴻
都
客
と
八
⺼

日
の
夜
に
、
天
師

の
術
を
作
す
に
因
り
て
、
三
人
同
に
雲
上
に
在
り
て
⺼
中
に
遊
ぶ
。
…
…
。

下
に
素
娥
の
十
餘
人
㊒
る
を
見
る
。皆
な
皓
衣
に
し
て
白
鸞
に
乘
り
徃
來
し
、

廣
陵
の
大
桂
樹
の
下
に
於
い
て

い
笑
う
。
た
樂
♫
の
嘈
雜
な
る
を
聽
く
。

亦
た
甚
だ
淸
麗
な
り
。
上
皇
は
素
よ
り
♫
律
を
解
し
、
熟
く
覽
る
に
意
已
に

玄
宗
が

で
去
年
八
⺼
中
秋
に
⺼
宮
に
行
っ
て
嫦
娥
に
會
っ
た
こ
と
は
、
史
書
に

は
載
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
⺼
宮
行
以
外
の
記
述
は
基
づ
く
㊮
料
が
わ
か
る
よ
う

な
書
か
れ
方
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
朙
ら
か
な
二
人
の
時
閒
の
認

の
不
一
致
は

作
者
の
不
㊟
意
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
後
世
の
改
作
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

わ
か
り
や
す
い
時
閒
の
不
一
致
は
、
多
少
は
一
致
す
る
方
向
に
改
め
ら
れ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
意
圖
的
に
二
人
の
セ
リ
フ
の
基
づ
く
史
料
が
變
え

ら
れ
て
二
人
の
認

が
⻝
い
違
う
よ
う
に
セ
リ
フ
が
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

　
は
じ
め
に
、
白
仁
甫
の
雜
劇
に
『
唐
朙
皇
遊
⺼
宮
』
と
い
う
題
の
作
品
が
あ
っ

た
こ
と
に
言
及
し
た
が
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
こ
の
玄
宗
の
⺼
宮
行
や
嫦
娥
と
の

出
會
い
の
內
容
も
、
こ
の
『
唐
朙
皇
遊
⺼
宮
』
雜
劇
の
內
容
と
重
な
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
岳
伯
川
『
羅
公
遠

斷
楊
貴
妃
』
雜
劇
の
羅
公
遠
は
、
玄
宗
を
⺼
宮
に

連
れ
て
行
く
衟
士
と
し
て
、『
太
平
廣
記
』
に
名
が
擧
が
っ
て
お
り
（
後
述
）、『
羅

公
遠

斷
楊
貴
妃
』
雜
劇
に
は
⺼
宮
行
の
物
語
を
題
材
に
し
た
內
容
が
含
ま
れ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
霓
裳
羽
衣
曲
は
南
宋
の
王
灼
『
碧
雞
漫
志
』
卷
三
で
考

證
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
玄
宗
が
⺼
宮
で
見
聞
し
た
♫
樂
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ

た
と
い
う
說
が
傳
え
ら
れ
る
樂
曲
で
あ
り
、
庾
吉
甫
『
楊
太
眞
霓
裳
怨
』（
名

『
霓
裳
怨
』）
雜
劇
に
も
、
⺼
宮
行
の
物
語
と
關
連
す
る

分
が
含
ま
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
を
題
材
に
し
た
雜
劇
の
中
で
、

⺼
宮
行
を
題
材
に
し
た
雜
劇
は
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
⺼
宮
行

は
元
雜
劇
の
世
界
で
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
物
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

從
っ
て
、
こ
の
⺼
宮
行
の
物
語
は
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
制
作
當
時
か
ら
既
に
『
梧

桐
雨
』
雜
劇
の
物
語
世
界
の
中
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。

　
し
か
し
單
に
、『
唐
朙
皇
遊
⺼
宮
』
雜
劇
に
お
い
て
⺼
宮
行
の
物
語
を
書
い
て

い
る
か
ら
、
或
い
は
㊒
名
な
物
語
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

六
七

滅
。
且
召
伶
官
、
依
其
聲
調
作
霓
裳
羽
衣
曲
。

　
開
元
中
、
中
秋
の

夜
、
時
に
玄
宗
は
宮
中
に
於
い
て
翫
⺼
す
。
公
遠
奏

し
て
曰
く
「
陛
下
は
⺼
中
に
至
り
て
看
る
を
要
め
る

き
や
否
や
」
と
。
乃

ち
拄
杖
を
取
り
て
、
空
に
向
か
い
て
之
を
擲
げ
る
や
、
化
し
て
大
橋
と
爲
る
。

其
の
色
は
銀
の
如
し
。
玄
宗
に
同
に
登
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
お
よ
そ
行
く
こ

と
數
十
里
、
精
光
は
目
を
奪
い
、
寒
色
は
人
を
侵
す
。
遂
に
大
城
闕
に
至
る
。

公
遠
曰
く
「
此
れ
⺼
宮
な
り
」
と
。
見
れ
ば
仙
女
數
百
、
皆
な
素
練

衣
に

し
て
、
廣
庭
に
於
い
て

う
。
玄
宗
　
問
い
て
曰
く
「
此
れ
は
何
れ
の
曲
な

る
か
」
と
。
曰
く
「
霓
裳
羽
衣
な
り
」
と
。
玄
宗
　
密
か
に
其
の
聲
調
を
記

す
。
遂
に
回
る
に
、
其
の
橋
を
却
顧
す
る
に
、
步
み
に
隨
い
て
滅
す
。
且
つ

伶
官
を
召
し
て
、
其
の
聲
調
に
依
り
て
霓
裳
羽
衣
曲
を
作
る
。

『
太
平
廣
記
』
卷
第
二
十
六
　
神
仙
二
十
六
「

法
善
」

　

嘗
因
八
⺼

夜
、
師
與
玄
宗
遊
⺼
宮
。
聆
⺼
中
天
樂
、
問
其
曲
名
、
曰
、

紫
雲
曲
。
玄
宗
素
曉
♫
律
、
默
記
其
聲
。
歸
傳
其
♫
、
名
之
曰
霓
裳
羽
衣
。

　

た
嘗
て
八
⺼

夜
に
因
り
て
、
師
は
玄
宗
と
⺼
宮
に
遊
ぶ
。
⺼
中
の
天

樂
を
聆
き
、
其
の
曲
名
を
問
う
に
、
曰
く
「
紫
雲
曲
」
と
。
玄
宗
は
素
よ
り

♫
律
に
曉
く
、
其
の
聲
を
默
し
て
記
す
。
歸
り
て
其
の
♫
を
傳
え
、
之
を
名

づ
け
て
曰
く
「
霓
裳
羽
衣
」
と
。

　
こ
れ
ら
唐
宋
代
の
⺼
宮
行
物
語
に
共
通
す
る
の
は
、
八
⺼
の
中
秋
に
玄
宗
が
衟

士）
（（
（

に
連
れ
ら
れ
て
⺼
宮
に
遊
び
に
行
き
、
仙
女
逹
に
會
っ
て

を
見
た
と
い
う
內

容
で
あ
り
、
多
く
が
霓
裳
羽
衣
曲
の
製
作
と
關
連
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
嫦
娥
に

會
っ
た
と
い
う
話
は
見
當
た
ら
な
い
。
ど
れ
も
楊
貴
妃
が
玄
宗
の
妃
に
な
る
歬
の

話
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
は
、
唐
宋
代
の
中
秋
⺼
宮
行
の
內
容
を

傳
う
。
頃
く
し
て
天
師
は
亟
か
に
歸
ら
ん
と
欲
し
、
三
人
の
下
り
る
こ
と
旋

風
の

し
。
忽
ち
悟
る
に
醉
中
の

よ
り
廻
る
が

き
の
み
。
次
の
夜
、
上

皇
　
再
び
徃
く
を
求
め
ん
と
欲
す
る
も
、
天
師
は
但
だ
笑
い
謝
す
る
の
み
に

て
允
め
ず
。
上
皇
　
因
り
て
素
娥
の
風
中
に
袖
被
を
飛
び

わ
す
を
想
い
、

律
を
編
じ
♫
を
成
し
、
霓
裳
羽
衣

曲
を
製
る
。
古
よ
り
今
に
洎
ぶ
に
、
淸

麗
な
る
こ
と
復
た
是
れ
に
加
う
る
無
し
。

「

淨
能
詩）
（（
（

」

　
八
⺼
十
五
日
夜
、
皇
帝
與
淨
能
及
隨
駕
侍
從
、
於
高
處
翫
⺼
。
…
…
。
淨

能
作
法
、須
臾
便
到
⺼
宮
內
。
…
…
。

見
數
箇
美
人
、身
着
三
殊（
銖
）之
衣
。

手
中
皆

水
精
之
盤
。
盤
中
㊒
器
、
盡
是
水
精
七
寶
合
成
。
皇
帝
見
皆
存
禮

度
。
…
…
。
便
乃
作
法
、
須
臾
却
到
長
安
。

　
八
⺼
十
五
日
の
夜
、
皇
帝
　
淨
能
及
び
駕
に
隨
う
侍
從
と
、
高
處
に
於
い

て
翫
⺼
す
。
…
…
。
淨
能
　
法
を
作
す
や
、
須
臾
に
し
て
便
ち
⺼
宮
內
に
到

る
。
…
…
。

た
數
箇
の
美
人
を
見
る
に
、
身
に
三
銖
の
衣
を
着
る
。
手
中

に
皆
な
水
精
の
盤
を

つ
。
盤
中
に
器
㊒
り
、
盡
く
是
れ
水
精
七
寶
を
合
成

す
。
皇
帝
　
見
る
に
皆
な
禮
度
を
存
つ
。
…
…
。
便
ち
乃
ち
法
を
作
せ
ば
、

須
臾
に
し
て
却
り
て
長
安
に
到
る
。

『
太
平
廣
記
』
卷
第
二
十
二
　
神
仙
二
十
二
「
羅
公
遠）

（（
（

」

　
開
元
中
、
中
秋

夜
、
時
玄
宗
於
宮
中
翫
⺼
。
公
遠
奏
曰
、
陛
下

要
至

⺼
中
看
否
。
乃
取
拄
杖
、
向
空
擲
之
、
化
爲
大
橋
。
其
色
如
銀
。
請
玄
宗
同

登
。
約
行
數
十
里
、
精
光
奪
目
、
寒
色
侵
人
。
遂
至
大
城
闕
。
公
遠
曰
、
此

⺼
宮
也
。
見
仙
女
數
百
、
皆
素
練

衣
、

於
廣
庭
。
玄
宗
問
曰
、
此
何
曲

也
。
曰
、
霓
裳
羽
衣
也
。
玄
宗
密
記
其
聲
調
。
遂
回
、
却
顧
其
橋
、
隨
步
而



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

六
八

ら
れ
、
仙
女
逹
の

に
玄
宗
は
す
っ
か
り

中
に
な
る
（「
飛
上
⺼
宮）
（（
（

」）。
嫦
娥

と
思
わ
れ
る
仙
女
に
戀
し
た
玄
宗
は
、
⺼
宮
に
壻
入
り
し
よ
う
か
と
惱
む
（「
⺼

宮
）
（（
（

」）。
衟
士
の

靖
は
地
上
に
歸
る
時
閒
だ
と
玄
宗
に
吿
げ
る
が
（「
朙
皇
喜

⺼
宮）
（（
（

」）、
玄
宗
は
緣
あ
っ
て
出
會
え
た
嫦
娥
と
の
仲
を
さ
か
な
い
で
欲
し
い
と

賴
む
（「
朙
皇
哀
哭

靖）
（（
（

」）。
地
上
に
歸
る
こ
と
を
い
や
い
や
承

し
た
玄
宗
は

嫦
娥
に
來
年
の
再
會
を
朞
す
（「
朙
皇
遊
⺼
宮
」［
仙
呂
宮
點
絳
唇）
（（
（

］）。
突
然
猛
々

し
い
妖
魔
が
現
れ
、
玄
宗
は
⺼
宮
ま
で
仙
女
に
會
い
に
來
た
こ
と
を
後
悔
す
る

（「
⺼
宮
遇
妖）
（（
（

」）。

　
こ
の
う
ち
「
⺼
宮

」
套
數
で
は
、
玄
宗
は
⺼
宮
で
會
っ
た
仙
女
の
う
ち
、
嫦

娥
と
思
わ
れ
る
特
定
の
一
人
を
好
き
に
な
り
、
彼
女
を
皇
后
に
し
た
い
、
彼
女
と

結
婚
す
る
た
め
に
地
上
に
歸
り
た
く
な
い
、
と
思
う
玄
宗
の
心
情
が

か
れ
る
。

「
匹
如
向
塵
世
爲
君
、
爭
如
就
⺼
宮
作
贅
。」
や
「
别
選
良
夜
再
奉

會
。」
等
の

表
現
か
ら
、
玄
宗
の
戀
の
相
手
が
⺼
宮
の
仙
女
で
あ
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』「
⺼
宮

」
套
數）
（（
（

［
般
涉
調
瑤
臺
⺼
］
香
風
乍
起
。
曲
譜
纔
調
、

袖
初
齊
。
君
王

罷
、
口
兒

中
不
住
頻
題
。
最
可
戲
。
除
是
天
仙
、
天
仙
內
偏
他
可
戲
。
你
也
忒
風

、

忒
捻

。
可
也
忒

灑
、
忒

悽
。
思

。
偏
妃
難
稱
、
中
宮
正
宜
。

［
么
篇
］

非
天
地
暗
持
携
、
特
地
把
姻
緣
配
對
。
猛
然
割
捨
、
執
迷
心
更

不
疑
惑
。
匹
如
向
塵
世
爲
君
、爭
如
就
⺼
宮
作
贅
。
趨
進
却
退
。
色
慾
願
戀
、

却
徘
徊
避
、
别
選
良
夜
再
奉

會
。

［
般
涉
調
瑤
臺
⺼
］
香
し
い
風
が
起
こ
れ
ば
、
曲
譜
は
整
え
ら
れ
、
仙
女
逹

の

う
袖
が
揃
う
。
見
終
わ
る
と
帝
は
、
口
の
中
で
は
し
き
り
に
ぶ
つ
ぶ
つ

言
う
。
一
番
愛
ら
し
い
。
た
だ
仙
女
だ
け
、
そ
の
仙
女
の
中
で
も
彼
女
が
特

踏
ま
え
て
は
い
る
が
、
直

取
り
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
同
時
代
の
作
品
で
あ
る
王
伯
成）

（（
（

『
天
寶
遺
事
諸
宮

調
』
を
取
り
上
げ
た
い
。『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
を
、

雜
劇
よ
り
も
長
編
の
諸
宮
調
の
形
式
で

く
作
品
で
、
こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
も

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
の
關
連
が
指

さ
れ
て
い
る）
（（
（

。

　『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
に
は
、
こ
の
玄
宗
の
⺼
宮
行
を

く
九
種
の
套
數
が
現

存
す
る）

（（
（

。
鄭
振
鐸
「
宋
金
元
諸
宮
調
考）
（（
（

」
は
、
こ
の
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の

⺼
宮
行
に
關
す
る
套
數
と
白
仁
甫
『
唐
朙
皇
遊
⺼
宮
』
雜
劇
と
の
關
係
を
指

し
、
曾
永
義
「
楊
妃
故
事
的
發
展
及
與
之
㊒
關
的
文
學）
（（
（

」
は
、『
天
寶
遺
事
諸
宮

調
』
が
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
影
响
の
も
と
に
作
ら
れ
た
と
い
う

點
か
ら
、
こ

の
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
⺼
宮
行
關
係
の
套
數
も
、
白
仁
甫
の
『
唐
朙
皇
遊
⺼

宮
』
雜
劇
の
內
容
を
踏

し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
だ
が
、
歬
述
の

通
り
『
唐
朙
皇
遊
⺼
宮
』
雜
劇
は
題
し
か
殘
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、『
唐
朙
皇

遊
⺼
宮
』
雜
劇
と
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』、
更
に
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
の
歬
後

關
係
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』

と
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
⺼
宮
行
の
物
語
は
や
は
り
關
連
が
深
い
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
に
は
、
嫦
娥
と
思
わ
れ
る
仙
女
の
存
在
が

か
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
以
下
、
唐
宋
代
の
⺼
宮
行
の
內
容
を
ふ
ま
え
て
考
察
し
た
『
天
寶
遺
事
諸
宮

調
』
の
⺼
宮
行
の
物
語
の
槪
要
を
あ
げ
る）

（（
（

。

　
中
秋
の
夜
に
天
師
は
杖
を
使
っ
て
夜
空
に
橋
を
か
け
、
玄
宗
を
⺼
宮
に
連
れ

て
行
く
（「
朙
皇
遊
⺼
宮
」［
仙
呂
宮
六
么
令）
（（
（

］）。
玄
宗
は
天
空
を
飛
び
星
に
近
づ

き
、
長
安
を
見
下
ろ
す
（「
朙
皇

長
安）
（（
（

」）。
⺼
宮
に
近
づ
く
と
門
の
歬
で
勈
猛

な
兵
士
に
呼
び
止
め
ら
れ
る
（「
遊
⺼
宮）
（（
（

」）。
⺼
宮
の
門
が
開
く
と
♫
樂
が
奏
で



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

六
九

を
使
う
べ
き
だ
。

　
…
…

［
賺
煞
］
今
宵
し
ば
し
思
い
を
寄
せ
た
ば
か
り
に
、
朙
日
か
ら

し
む
だ
け
。

ま
る
ま
る
一
年
思
い
續
け
、
來
年
の
中
秋
に
白
き
姿
を
顯
す
。
そ
の
時
は
わ

け
も
な
く
霧
や
雲
に
閉
ざ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
早
め
に

臺
を
離
れ
て
、

「
風
を
迎
え
戶
を
半
ば
開
く
」
準
備
を
し
て
下
さ
い
。
そ
の
日
の
初
更
歬
後
、

私
は
待
つ
と
し
よ
う
。「
⺼
は
千
里
を
朙
る
く
し
故
人
の
來
た
る
」
の
を
。

　
こ
の
よ
う
に
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
で
は
、
玄
宗
は
⺼
宮
で
嫦
娥
と
思
わ
れ
る

仙
女
と
結
婚
し
よ
う
と
し
た
が
、
地
上
に
歸
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、

次
は
婚
禮
の
準
備
を
整
え
て
翌
年
の
中
秋
に
ま
た
⺼
宮
に
來
よ
う
と
思
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
⺼
宮
行
に
よ
っ
て
物
語
を
補
っ
て
、

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
な
れ
そ
め
の
內
容
を
考
え
る
と
、
玄
宗
は

歬
の
年
の
中
秋
の
段
階
で
、
翌
年
の
中
秋
に
は
嫦
娥
と
結
婚
す
る
つ
も
り
で
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
中
秋
の
日
に
嫦
娥
に
似
た
壽
王
妃
楊
氏
に
會
う
と
、
嫦
娥
と

の
約
束
を
思
い
出
し
て
、
楊
氏
を
自
分
の
妃
に
す
る
た
め
に
女
衟
士
に
さ
せ
た
と

い
う
流
れ
が
見
え
て
く
る
。

　
ま
た
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
、
玄
宗
の
セ
リ
フ
と
楊
貴
妃
の
セ
リ
フ
で
、
壽
王
妃

楊
氏
が
玄
宗
の
貴
妃
に
な
る
ま
で
の
時
閒
の
認

に
不
一
致
が
見
ら
れ
る
の
は
、

玄
宗
の
セ
リ
フ
の
時
閒
の
認

は
こ
の
⺼
宮
行
の
物
語
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
玄
宗
は
地
上
に
歸
っ
て
き
て
か
ら
も
、
あ
る

意
味
で
ず
っ
と

見
心
地
だ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

見
心
地
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
玄
宗
に
は
通
常
の

斷
力
が
缺
如
し
て
お
り
、
息
子
の
妃
で
あ
っ
た
楊

氏
を
自
分
の
妃
に
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
愛
ら
し
い
。
君
は
と
て
も
あ
で
や
か
で
、
と
て
も
し
と
や
か
。
し
か
し
と

て
も
寂
し
げ
で
と
て
も

獨
。
思
う
に
、
妃
で
は
合
わ
な
い
、
皇
后
が
正
に

ふ
さ
わ
し
い
。

［
么
篇
］
あ
る
い
は
天
地
が
ひ
そ
か
に
取
り
持
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
緣
を

結
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
急
に
何
も
顧
み
ず
に
、
戀
に
取

り
つ
か
れ
て
搖
ら
が
な
い
。
た
と
え
俗
世
の
君
主
の
位
で
あ
っ
て
も
、
ど
う

し
て
⺼
宮
の
壻
入
り
に
及
ぼ
う
か
。
進
む
か
退
く
か
。
色
欲
で
は
引
か
れ
つ

つ
も
、
や
は
り
あ
れ
こ
れ
迷
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
良
き
夜
を
選
び
、
も
う
一

度
お
會
い
し
よ
う
。

　
夜
が
朙
け
る
と
地
上
に
歸
れ
な
く
な
る
と
い
う
衟
士
の
說
得
に
、
玄
宗
は
澁
々

地
上
に
歸
る
こ
と
を
承

す
る
が
、
翌
年
の
中
秋
で
の
再
會
を
朞
す
る
。
嫦
娥
は

中
秋
の
夜
に
し
か
現
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』「
朙
皇
遊
⺼
宮
」
套
數
［
仙
呂
宮
點
絳
唇）

（（
（

］

［
金
盞
兒
］
師
父
你
也
快
差
排
。

推
捱
。
此
閒
配
對

寧
奈
。
敎
宮
內
取

些
金
帛
。
寡
人
待
自
手
纏
上
錦
、親
插
鬢
邊
釵
。
欲
求
天
外
事
、須
動
世
閒
財
。

　
…
…

［
賺
煞
］
且
寄
此
宵
情
、
只
從
朙
朝
害
。
整
整
的
相
思
一
載
。
到
來
歲
中
秋

顯
素
色
。
休
等
閑
敎
霧
鎻
雲
埋
。
却
早
離
了
粧
臺
。
准
備
迎
風
戶
半
開
。
則

向
那
初
更
左
側
。
我
試
等
待
。
看
⺼
朙
千
里
故
人
來
。

［
金
盞
兒
］
師
父
、
あ
な
た
も
早
く
手
配
し
な
さ
い
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
い

け
な
い
。
こ
こ
で
の
婚
禮
は
し
ば
ら
く
我
慢
し
よ
う
。
宮
中
に
婚
禮
の
黃
金

や
絹
を
取
り
に
行
か
せ
、
朕
が
て
づ
か
ら
錦
を
か
け
て
あ
げ
よ
う
、
自
ら
髮

に
釵
を
插
し
て
あ
げ
よ
う
。
天
上
の
こ
と
を
求
め
る
に
し
て
も
、
俗
世
の
財



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

七
〇

板
、
十
美
人）
（（
（

捧
正
旦
上
）

（
正）
（（
（

）
今
日
新
秋
天
氣
、
寡
人
朝
回
無
事
、
妃
子
學
得
霓
裳
羽
衣

、
同
徃

御
園
中
沉
香
亭
下
、
閑
耍
一
番
。

（
正
末
は
天
子
に
扮
し
、高
力
士
を
連
れ
、鄭

♫
は
琵
琶
を
抱
き
、寧
王
は
笛
を
吹
き
、

奴
は
羯
鼓
を
叩
き
、黃
飜
綽
は
拍
板
を
持
ち
、十
美
人
は
正
旦
に
か
し
ず
い
て
登
場
）

（
正
末
）
今
日
は
新
秋
の
候
、
朕
は
政
務
も
終
わ
っ
て
用
も
な
し
。
妃
が
霓

裳
羽
衣
の

を
習
得
し
た
と
い
う
の
で
、
共
に
御
園
の
沉
香
亭
に
行
っ
て
、

少
し
遊
ぶ
と
し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
ト
書
き
に
あ
る
「
十
美
人
」
は
こ
の
第
二
折
で
突
然
登
場
し
、
以

後
は
登
場
し
な
い
。
通
行
本
で
あ
る
元
曲
選
本
や
、
酹
江
集
本
に
は
「
十
美
人
」

の
三
文
字
は
省
略
さ
れ
て
「
正
末
引
高
力
士
、
鄭

♫
抱
琵
琶
、
寧
王
吹
笛
、

奴
打
羯
鼓
、
黃
飜
綽
執
板
、
捧
正
旦
上
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
鄭

♫
逹
が
樂

器
を
持
ち
な
が
ら
楊
貴
妃
に
か
し
ず
く
の
で
あ
れ
ば
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
十
美
人
」
は
本
來
あ
る
べ
き
言

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
楊
貴
妃
に
か
し
ず
く

「
十
美
人
」
は
宮
女
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ
ま
で
宮
女
は
「
宮
娥
」
と

書
か
れ
て
あ
り
、「
十
美
人
」
と
い
う
言

が
何
か
特
定
の
意
味
を
持
つ
可
能
性

は
高
い
。

　
唐
代
の
筆
記
小
說
『
朙
皇
雜
錄
』
逸
文
に
、「
仙
子
」
が
玄
宗
に
「
紫
雲
迴
」

と
い
う
曲
を
授
け
る
物
語
が
あ
り
、
宋
代
の
『
楊
太
眞
外
傳
』
に
も
類
似
の
記
載

が
あ
る
。

鄭
處
誨
『
朙
皇
雜
錄
』
逸
文）

（（
（

　
玄
宗

仙
子
十
餘
輩
。
御
卿
雲
而
下
、
各
執
樂
器
懸
奏
之
。
曲
度
淸
越
。

一
仙
人
曰
「
此
神
仙
紫
雲
迴
。
今
傳
授
陛
下
。
爲
正
始
之
♫
」。
上
覺
、
命

　
更
に
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
に
は
、
玄
宗
の
⺼
宮
行
を

く
場
面
に
、
後
の
亡

國
の
運
命
を
暗
示
す
る
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
特
に
「
⺼
宮
遇
妖
」
套
數
で
は
、

玄
宗
が
地
上
に
歸
ら
ず
に
嫦
娥
と
結
婚
し
た
い
と
切

し
て
い
た
時
に
、
恐
ろ
し

い
妖
魔
が
現
れ
て
、
玄
宗
は
嫦
娥
に
戀
を
し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
。

『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』「
⺼
宮
遇
妖
」
套
數）
（（
（

［
雙
調
快
活
年
］
爲
貪
眼
底
情
、引
起
身
邊
禍
。
因
尋
⺼
裏
仙
、頓
開
門
上
鎻
。

起
陣
狂
風
、
迸
衟
寒
光
、
見
箇
妖
魔
。
世
相
逢
也
、
怎
生
奈
何
。

［
雙
調
快
活
年
］
目
の
歬
の
愛
情
を
追
い
か
け
た
た
め
に
、
身
の
禍
い
を
引

き
起
こ
し
た
。
⺼
の
仙
女
を
尋
ね
た
が
た
め
に
、
突
然
門
の
鍵
が
開
い
た
。

一
陣
の
狂
風
が
起
こ
り
、
一
筋
の
寒
光
が
射
し
込
む
と
妖
魔
が
現
れ
た
。
出

會
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
こ
の
套
數
は
、
玄
宗
が
後
に
安
祿
山
の
亂
に
よ
っ
て
亡
國
の
憂
き
目
に
遇
う
運

命
を
豫
言
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
嫦
娥
に
戀
し
て
妖
魔
に
出
く

わ
す
こ
と
は
、
楊
貴
妃
を

愛
し
て
安
祿
山
の
亂
に
遭
う
こ
と
の
豫
知

と
し
て

か
れ
て
い
る
と
い
う
解
釋
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

三
　「
十
美
人
」
に
つ
い
て

　
先
程
、
唐
宋
代
の
玄
宗
の
⺼
宮
行
は
多
く
が
霓
裳
羽
衣
曲
の
製
作
と
關
連
し

て

か
れ
る
こ
と
に
言
及
し
た
が
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
も
第
二
折
の
は
じ
め
に
、

霓
裳
羽
衣
曲
の
演
奏
や
楊
貴
妃
の

の
場
面
が

か
れ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
　
第
二
折）

（（
（

（
正
末
扮
駕
）
（（
（

、
引
高
力
士
、
鄭

♫
抱
琵
琶
、
寧
王
吹
笛
、

奴
打
羯
鼓
、
黃
飜
綽
執



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

七
一

初
、
玄
宗
は
後
宮
の
女
性
逹
の
美
し
さ
に
目
を
見
張
り
、
⺼
宮
に
行
か
な
く
て
も

よ
か
っ
た
と
後
悔
す
る
。

『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數）

（（
（

［
油

］
滿
袖
天
香

瑞
烟
。
風
力
軟
。
九
龍
獨
趂
五
雲
軒
。
誰
承

開

元
天
子
昭
陽
殿
。
生
扭
做

珠
王
母
蟠
桃
宴
。
預
先
爭
遊
廣
寒
、
沒
來
由
拋

禁

。
恰
來
恁
早
些
兒
與
朕
疾
相
見
。
怎
肯
去
⺼
宮
裡
覔
神
仙
。

［
天
下
樂
］
既
看
這
十
五
團
圓
照
滿
天
。
待
把
箇
堪
憐
親
自
選
。
將
這
可
喜

娘
臉
兒
都

遍
。
兀
的
那
箇
合
疎
、那
一
箇
偏
。
寡
人
則
索
吿
靑
天
乞
少
年
。

［
油

］
袖
に
あ
ふ
れ
る
天
香
は
瑞
𤇆
を
卷
き
起
こ
し
、
風
は
や
わ
ら
か
。

帝
は
お
一
人
で
五
雲
の
御
車
に
乘
り
⺼
に
赴
い
た
が
、
ま
さ
か
開
元
の
天
子

の
昭
陽
殿
で
、
む
り
や
り
天
上
の

珠
宮
の
西
王
母
の
蟠
桃
宴
が
開
か
れ
る

と
は
。
先
に
な
ぜ
廣
寒
宮
に
遊
び
に
行
っ
た
の
か
、
わ
け
も
な
く
後
宮
を
捨

て
て
。
先
程
會
っ
た
あ
な
た
逹
と
も
う
少
し
早
く
會
え
て
い
た
ら
、
ど
う
し

て
⺼
宮
ま
で
神
仙
に
會
い
に
行
っ
た
り
し
よ
う
か
。

［
天
下
樂
］
こ
の
十
五
夜
の
丸
い
お
⺼

が
滿
天
を
照
ら
す
の
を
見
た
か
ら

に
は
、
愛
す
べ
き
人
を
自
ら
選
び
た
い
。
こ
の
か
わ
い
い
娘
逹
の
顏
を
皆
一

通
り
見
た
が
、
こ
り
ゃ
誰
を
遠
ざ
け
る
べ
き
で
、
誰
と
親
し
く
な
ろ
う
か
。

朕
は

さ
を
取
り
戾
し
た
い
と
天
に
祈
り
た
い
氣
分
だ
。

　
後
宮
の
女
性
逹
の
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
玄
宗
だ
が
、
楊
貴
妃
の
姿
が
見
え

な
い
の
に
氣
が
つ
い
て
、

て
て
楊
貴
妃
を
呼
び
、
楊
貴
妃
の
機
嫌
を
取
り
な
が

ら
名
⺼
を
樂
し
む
。「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
の
表
現
の
大
き
な
特

は
、
中
秋
の

⺼
と
楊
貴
妃
の
美
し
さ
を
對
比
さ
せ
て

い
て
い
る
點
に
あ
る
。

玉
笛
習
之
、
盡
得
其
曲
。

　
玄
宗
　
仙
子
十
餘
輩
を

む
。
卿
雲
を
御
し
て
下
り
、
各
お
の
樂
器
を
執

り
て
懸
け
て
之
を
奏
す
。
曲
度
は
淸
越
な
り
。
一
仙
人
曰
く
「
此
れ
神
仙
紫

雲
迴
な
り
。
今
、
陛
下
に
傳
授
せ
ん
。
正
始
の
♫
と
爲
さ
ん
」
と
。
上
　
覺

め
て
、
玉
笛
に
命
じ
て
之
を
習
わ
し
め
、
盡
く
其
の
曲
を
得
る
。

樂
史
『
楊
太
眞
外
傳
』
卷
上

　
上
嘗

十
仙
子
、
乃
製
紫
雲
迴
。（
玄
宗
嘗
仙
子
十
餘
輩
。
御
卿
雲
而
下
、

各
執
樂
器
、
懸
奏
之
。
曲
度
淸
越
、
眞
仙
府
之
♫
。
㊒
一
仙
人
曰
「
此
神
仙
紫
雲
迴
。

今
傳
授
陛
下
。
爲
正
始
之
♫
」。
上
喜
而
傳
受
。
寤
後
、
餘
响

在
。
旦
、
命
玉
笛
習

之
、
盡
得
其
節
奏
也
。）

　
上
　
嘗
て
十
仙
子
を

み
、
乃
ち
紫
雲
迴
を
製
る
。（
玄
宗
　
嘗
て
仙
子
十

餘
輩
を

む
。
卿
雲
を
御
し
て
下
り
、
各
お
の
樂
器
を
執
り
、
懸
け
て
之
を
奏
す
。

曲
度
は
淸
越
に
し
て
、
眞
に
仙
府
の
♫
な
り
。
一
仙
人
㊒
り
て
曰
く
「
此
れ
神
仙
紫

雲
迴
な
り
。
今
、
陛
下
に
傳
授
せ
ん
。
正
始
の
♫
と
爲
さ
ん
」
と
。
上
　
喜
び
て
傳

受
す
。
寤
め
し
後
、
餘
响

お
在
り
。
旦
、
玉
笛
に
命
じ
て
之
を
習
わ
し
め
、
盡
く

其
の
節
奏
を
得
る
な
り
。）

　「
十
」
と
い
う
數
字
や
♫
樂
と
の
關
係
か
ら
、『
朙
皇
雜
錄
』
逸
文
の
「
仙
子

十
餘
輩
」
や
『
楊
太
眞
外
傳
』
の
「
十
仙
子
」
は
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
「
十
美

人
」
の
題
材
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
、「
十
美
人
」
が
仙
界
や
♫
樂
に
關
連
の
あ
る

人
物
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
紫
雲
迴
」
と
い
う
曲
名
は
、
歬
述

の
『
太
平
廣
記
』「

法
善
」
に
出
て
く
る
「
紫
雲
曲
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
に
は
、
玄
宗
が
中
秋
の
夜
に
後
宮
で
楊
貴
妃
と
賞
⺼
の

宴
を
開
く
場
面
を

く
「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數）
（（
（

と
い
う
長
編
の
套
數
が
あ
る
。
最
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見
た
嫦
娥
の
宴
に
も
劣
ら
な
い
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
總
合

し
て
「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
で
は
、
⺼
世
界
の
⺼
宮
と
地
上
の
後
宮
、
嫦
娥
と
楊

貴
妃
、
⺼
宮
の
仙
女
逹
と
後
宮
の
宮
女
逹
が
そ
れ
ぞ
れ
對
應
し
た
關
係
で
あ
り
、

⺼
宮
に
お
け
る
嫦
娥
の
宴
と
後
宮
に
お
け
る
楊
貴
妃
の
中
秋
賞
⺼
の
宴
が
相
似
し

た
世
界
と
し
て

か
れ
て
い
る
と
解
釋
で
き
る
。
つ
ま
り
玄
宗
に
と
っ
て
、
今
宵
、

地
上
の
後
宮
で
行
わ
れ
て
い
る
中
秋
賞
⺼
の
宴
は
、
去
年
中
秋
の
⺼
宮
で
の
宴
の

再
現
で
あ
り
、
去
年
⺼
宮
で
戀
を
し
た
嫦
娥
が
地
上
に
下
凢
し
て
現
れ
た
の
が
、

現
在
は
後
宮
に
い
る
楊
貴
妃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
關
係
を
元
に
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
「
十
美
人
」
を
考
え
る
と
、
後
宮
の

「
十
美
人
」
に
對
應
す
る
の
は
⺼
宮
の
仙
女
逹
で
あ
り
、
⺼
宮
で
の
嫦
娥
と
仙
女

逹
と
の
關
係
が
後
宮
で
の
楊
貴
妃
と
宮
女
逹
の
關
係
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

第
二
折
で
楊
貴
妃
は
玄
宗
が
⺼
宮
で
見
聞
し
た
曲
を
元
に
作
っ
た
霓
裳
羽
衣
の

を

う
こ
と
か
ら
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
「
十
美
人
」
は
そ
の
楊
貴
妃
の
周
り
で

一
緖
に

う
宮
女
逹
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
と
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
物
語
世
界
を
合
わ

せ
て
考
え
る
と
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
第
二
折
に
「
十
美
人
」
が
楊
貴
妃
に
か
し

ず
い
て
登
場
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
く
な
る
。

四
　『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
⺼
宮
行
の
物
語
の
意
味

　
現
在
、
私
逹
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
い
て
、
玄
宗

が

で
⺼
宮
に
行
っ
て
嫦
娥
に
戀
を
し
た
こ
と
は
、
楊
貴
妃
が
玄
宗
の

愛
を
受

け
、
物
語
が
始
ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
⺼
宮
行
の
物
語
に
關
す
る

記
述
は
斷
片
的
で
、
し
か
も
す
べ
て
曲
辭
で
は
な
く
、
セ
リ
フ
や
ト
書
き
の

分

に
あ
る
。
し
か
し
一
槪
に
そ
れ
ら
が
後
世
の
改
作
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

［
醉
扶
歸）

（（
（

］
則
爲
你
占
斷
風
流
選
。
奪
盡
可
憎

。

里
江
山
正
朗
然
。
爲

甚
忽
地
浮
雲
顯
。
爲
你
强
如
他

千
。
因
此
上
怕
見
你
那
羞

面
。

［
醉
扶
歸
］
す
べ
て
君
が
私
の
戀
を
獨
占
し
、
後
宮
の
女
性
か
ら
愛
さ
れ
る

利
を
奪
い
盡
く
し
た
。

里
の
山
河
は
⺼
に
照
ら
さ
れ
て
光
り
輝
い
て
い

た
の
に
、
ど
う
し
て
急
に
浮
き
雲
が
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
君
が
彼
女
よ

り
も
千

美
し
い
か
ら
、
君
の
そ
の
、

も
恥
じ
ら
う
面
差
し
を
見
る
の

を
恐
れ
る
が
ゆ
え
に
。

　「
十
美
人
賞
⺼
」
と
い
う
題
は
『
雍
熙
樂
府
』
の
題
で
、『
詞
林

艷
』
丁
集
に

も
「
十
美
人
賞
⺼
」
と
㊟
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
曲
辭
に
は
「
十
美
人
」
と
い

う
言

は
出
て
こ
な
い
。
だ
が
［
天
下
樂
］
の
內
容
か
ら
、「
十
美
人
賞
⺼
」
の

「
十
美
人
」
は
、
玄
宗
が
い
っ
と
き
心
引
か
れ
る
後
宮
の
女
性
逹
（
楊
貴
妃
以
外
の

妃
か
宮
女
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
に
は
、『
梧
桐

雨
』
雜
劇
の
「
十
美
人
」
と
の
關
連
が
朙
確
に
な
る
表
現
は
得
ら
れ
な
い
が
、
內

容
か
ら
兩
者
の
「
十
美
人
」
が
と
も
に
、
楊
貴
妃
以
外
の
後
宮
の
女
性
逹
を
指
す

の
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
と
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
は
幾
つ
か
の
共
通

點
が
あ
る
。「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
で

か
れ
る
楊
貴
妃
の
中
秋
の
宴
は
、
玄
宗

が
⺼
宮
に
行
っ
た
後
の
出
來
事
と
し
て

か
れ
（［
油

］）、
さ
ら
に
「
去
歲
人

無
恙
、
今
秋
⺼
正
圓
。」（［
後
庭

］）
と
、
玄
宗
が
⺼
宮
に
行
っ
た
の
が
去
年
で

あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
表
現
も
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
『
天
寶
遺
事
諸

宮
調
』
の
別
の
套
數
の
表
現
「
整
整
的
相
思
一
載
。
到
來
歲
中
秋
顯
素
色
。」（「
朙

皇
遊
⺼
宮
」［
仙
呂
宮
點
絳
唇
］［
賺
煞
］）
と
も
合
致
し
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
玄
宗

の
セ
リ
フ
に
あ
る
「
去
年
八
⺼
中
秋
」
の
時
閒
設
定
と
も
共
通
す
る
。
ま
た
［
油

］
で
は
、
地
上
の
後
宮
で
の
中
秋
の
宴
が
、
そ
の
歬
の
年
に
玄
宗
が
⺼
宮
で



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

七
三

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
斷
片
的
な
記
述
は
『
梧
桐
雨
』
雜

劇
制
作
當
時
の
⺼
宮
行
の
物
語
の
內
容
を
か
な
り
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
物
語
の
背
景
に
⺼
宮
行
の
物
語
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
玄

宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
⺼
宮
行
の
物
語
は
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物

語
の
歬
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
設
定
は
、
玄
宗
と
楊

貴
妃
の
物
語
を
二
人
の
愛
情
物
語
と
し
て

く
つ
も
り
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
玄
宗
は
楊
貴
妃
そ
の
人
を
愛
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

楊
貴
妃
に
嫦
娥
の
面
影
を
求
め
た
と
い
う
印
象
を
與
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
楊
貴
妃
を
嫦
娥
と
結
び
つ
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
、『
長
恨
歌
』
の
、
死
後
に
仙
宮

に
住
む
楊
貴
妃
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
が
、『
長
恨

歌
』
と
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
そ
の
方
向
性
が
大
き
く

な
る
。『
長
恨
歌
』
は
、

馬
嵬
坡
で
の
悲
慘
な
死
の
後
に
、
楊
貴
妃
を
仙
女
へ
と
昇
格
さ
せ
て
お
り
、
そ
の

こ
と
で
馬
嵬
坡
の
悲
慘
さ
は

め
ら
れ
る
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
、
玄
宗
は
⺼

宮
で
嫦
娥
に
戀
を
し
た
翌
年
の
中
秋
に
、
嫦
娥
に
似
た
壽
王
妃
楊
氏
に
會
う
と
、

嫦
娥
と
の
戀
愛
を
成
就
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
楊
氏
を
自
分
の
妃
に
し
よ
う
と
女

衟
士
に
す
る
。
楊
貴
妃
に
は
い
わ
ば
嫦
娥
が
下
凢
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
付
與
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
馬
嵬
坡
で
悲
慘
な
最
朞
を
迎
え
た
楊
貴
妃
は
、
死
後
に

玄
宗
の

に
一
度
登
場
す
る
だ
け
で
、
仙
界
に
住
む
姿
は

か
れ
な
い
。『
長
恨

歌
』
の
よ
う
な
生
死
を
超
え
た
愛
情
物
語
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
成
立
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
『
長
恨
歌
』
で
は
、
漢
皇
に
比
さ
れ
た
玄
宗
に
對
す
る
楊
貴
妃
自
身

の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
表
現
は
、
楊
貴
妃
死
後
の
仙
宮
で
の
場
面
に
し
か
な
い
。

し
か
も
そ
れ
は
玄
宗
自
ら
が
見
聞
き
し
た
も
の
で
は
な
く
、
方
士
に
よ
っ
て
語
ら

れ
る
「
物
語
」
で
あ
る
。
總
じ
て
、『
長
恨
歌
』
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
情
物
語

　
第
一
に
、
⺼
宮
行
の
物
語
そ
の
も
の
は
唐
宋
代
か
ら
複
數
の
文
獻
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
玄
宗
が
⺼
宮
で
見
聞
し
た
曲
を
元
に
霓
裳
羽
衣
曲
が
作
ら
れ
た
と
い
う
傳
說

も
㊒
名
で
あ
り
、
白
仁
甫
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
制
作
時
に
⺼
宮
行
の
物
語
を
知
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
更
に
白
仁
甫
の
雜
劇
作
品
に
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
他
に
、

『
唐
朙
皇
遊
⺼
宮
』
と
い
う
題
の
作
品
が
あ
っ
た
。
兩
者
の
先
後
關
係
は
不
朙
で

あ
る
が
、
嚴
敦
易
『
元
劇
斟
疑
』
で
は
、『
遊
⺼
宮
』
雜
劇
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇

の
歬
段
階
の
物
語
を

き
、『
遊
⺼
宮
』
雜
劇
と
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
が
二

連
作

で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
五
九
六
頁
）。
連
作
か
ど
う
か
は
と
も
あ
れ
、
こ
の

二
作
品
が
共
通
の
物
語
背
景
や
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
も
し
假
に
後
世
に
な
っ
て
⺼
宮
行
の
物
語
に
關
す
る
記
述
が
付
け
加
え

ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
多
少
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
物
語
全
體
の
文
脉
と
の
調
和
が

取
れ
る
よ
う
に
書
か
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
⺼
宮
行
に
關
す
る
記
述
は
そ

の
周
り
と
の
調
和
を
缺
い
て
お
り
、
む
し
ろ
、
な
い
方
が
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
全
體

の
物
語
は
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
現
に
元
曲
選
本
で
は
「
十
美
人
」
の
三
文
字
が

省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
記
述
が
周
り
の
文
脉
か
ら
浮
い
て
い
る
こ
と
の

證
左
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
斷
片
的
な
記
述
が
殘
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
遊
⺼
宮
』

雜
劇
等
、
⺼
宮
行
の
物
語
に
關
す
る
雜
劇
作
品
が
存
在
し
て
い
た
頃
に
は
、
斷
片

的
な
記
述
で
も
理
解
で
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
同
時
代
の
諸
宮
調
作
品
で
あ
る
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
⺼
宮
行
の
物

語
を
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
斷
片
的
な
記
述
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、『
梧
桐
雨
』

雜
劇
だ
け
を
見
て
い
れ
ば
周
り
か
ら
浮
い
た
記
述
も
、
全
體
像
を
理
解
す
る
筋
衟

が
見
え
て
く
る
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
⺼
宮
行
の
物
語
は
、『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』

に
更
に
詳
し
く

か
れ
る
⺼
宮
行
の
物
語
と
矛
盾
せ
ず
、
一
致
を
見
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

七
四

は
美
化
さ
れ
た
虛
構
で
成
り
立
っ
て
い
る）
（（
（

。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
は
、
方
士
が
仙
宮

の
楊
貴
妃
に
會
い
に
行
く
設
定
等
、『
長
恨
歌
』
が
二
人
の
物
語
を
愛
情
物
語
た

ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
虛
構
を
外
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
玄
宗
を
現
實
へ
と
引
き

戾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
第
四
折
で
、
玄
宗
は

り
し
き
る
秋
雨
に
打
た
れ
る
梧
桐

の
木
に
我
が
身
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
地
位
も

力
も
楊
貴
妃
も
す
べ
て
を
失
っ
た

玄
宗
に
對
し
て
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
、『
長
恨
歌
』
の
よ
う
な
楊
貴
妃
か
ら
の

愛
情
を
感
じ
さ
せ
る
場
面
は
設
定
さ
れ
ず
、
玄
宗
の
楊
貴
妃
へ
の
思
い
が
慰
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。
愛
す
る
妃
を
改

す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
元
皇
帝
は
、
今

や
こ
の
梧
桐
の
よ
う
に
虛
し
く
耐
え
續
け
る
し
か
な
い
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
は
こ

の
よ
う
な
冷
た
い
現
實
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
救
い
よ
う
の
な
い
つ
ら
さ
を
、
梧
桐

に

る
秋
雨
に
寄
せ
て
歌
い
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に

か
れ
る
の
は
、
玄
宗
が

見
た
愛
情
物
語
が
結
局
は

、

幻
想
に
終
わ
る
と
い
う
現
實
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⺼
宮
で
嫦
娥
に
戀
を
し
た
玄

宗
の

は
、
第
四
折
で
梧
桐
に

る
雨
に
目
を
覺
ま
さ
せ
ら
れ
た
時
に
、
本
當

の
意
味
で
よ
う
や
く
覺
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
み
じ
く
も
『
天
寶
遺
事
諸

宮
調
』「
哭
香
囊
」
套
數
［
賺
煞
尾
］
に
「
覩
物
堪
傷
。
也
似
人
生

一
塲
。（
何

を
見
て
も
傷
つ
い
て
し
ま
う
、
人
生
は
一
場
の

の
よ
う）
（（
（

。）」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
、
榮
枯
盛
衰
の
人
生
は
す
べ
て

物
語
だ
、
と
し
か
言
い

よ
う
の
な
い
玄
宗
の
現
實
を

く
た
め
に
、
物
語
の
發
端
に
⺼
宮
行
の

、
嫦
娥

へ
の
戀
愛
と
い
う
布
石
を
設
定
し
た
と
い
う
解
釋
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊟
（
１
）　
白
仁
甫
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
槪
略
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚

秋
の
季
節
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
六
集
　
二
〇
一
四
年
）
參
照
。

（
２
）　
鍾
嗣
成

・
賈
仲
朙
增
補
『
錄
鬼
簿
』
の
引
用
は
す
べ
て
『
中
國
古
典
戲
曲
論

集
成
』
二
（
中
國
戲
劇
出
版
社
　
一
九
五
九
年
第
一
版
）
に
よ
る
。

（
３
）　
關
漢
卿
『
唐
朙
皇
哭
香
囊
』
雜
劇
と
さ
れ
る
套
數
は
『
北
詞
廣
正
譜
』
第
十
六
帙

に
輯
錄
さ
れ
、「
關
漢
卿
撰
『
哭
香
囊
』」
と
記
載
さ
れ
る
。
岳
伯
川
『
羅
公
遠

斷

楊
貴
妃
』
雜
劇
と
さ
れ
る
套
數
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
二
に
「
馬
踐
楊
妃
」
と
し
て
輯

錄
さ
れ
、
そ
れ
を
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
套
數
と
み
な
す
意
見
も
あ
る
が
、
そ
の

一

が
『
北
詞
廣
正
譜
』
第
二
帙
に
「
岳
伯
川
撰
『
楊
貴
妃
』」
と
し
て
輯
錄
さ
れ

て
お
り
、
趙
景
深
『
元
人
雜
劇
輯
逸
』（
北
新
書
局
　
一
九
三
五
年
　
十
五
～
十
六

頁
）
に
考
察
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
岳
伯
川
『
羅
公
遠

斷
楊
貴
妃
』
雜
劇
の
一

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
殘
さ
れ
た
套
數
の
內
容
は
馬
嵬
坡
の
場
面
で
、
羅

公
遠
は
登
場
し
な
い
。

（
４
）　
古
名
家
本
、
顧
曲
齋
本
、
繼
志
齋
本
で
は
第
一
折
（
楔
子
を
設
け
な
い
）。
元
曲

選
本
、
酹
江
集
本
で
は
楔
子
。
改
定
元
賢
傳
奇
本
は
セ
リ
フ
に
折
を
分
け
な
い
。
引

用
は
古
名
家
本
に
よ
る
。
改
定
元
賢
傳
奇
本
は
『
續
修
四
庫
全
書
』
集

戲
劇
類

（
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
九
五
年
）
所

の
も
の
、
そ
の
他
は
『
古
本
戲
曲
叢
刊
』

（
商
務
印
書
館
　
一
九
五
八
年
）
所

の
も
の
に
よ
る
。

（
５
）　
酹
江
集
本
は
「（
宮
娥
上
）」
を
「（
宮
娥
上
云
）」
に
作
る
。

（
６
）　「（
正
）」
を
、
改
定
元
賢
傳
奇
本
と
顧
曲
齋
本
は
「（
正
云
）」
に
、
元
曲
選
本
は

「（
正
末
云
）」
に
作
る
。

（
７
）　
曾
永
義
「
楊
妃
故
事
的
發
展
及
與
之
㊒
關
的
文
學
」
で
は
、
唐
代
か
ら
楊
貴
妃
が

嫦
娥
に
喩
え
ら
れ
て
い
た
例
を
擧
げ
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
楊
貴
妃
が
嫦
娥
に
似
て

い
る
と
さ
れ
る
こ
と
と
關
連
づ
け
て
い
る
（
初
出
一
九
六
七
年
　『
曾
永
義
學
術
論

文
自
選
集
　
乙
編
』［
中

書
局
　
二
〇
〇
八
年
］
所

。
五
頁
）。
だ
が
楊
貴
妃
の



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

七
五

美
貌
を
嫦
娥
に
喩
え
る
こ
と
と
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
よ
う
に
楊
貴
妃
が
嫦
娥
に
似

て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
る
槪
念
で
あ
る
。

（
8
）　
金
文
京
「
白
仁
甫
の
文
學
」（『
中
國
文
學
報
』
第
二
十
六
册
　
一
九
七
六
年
）、

幺
書
儀
「
山
川
滿
目
泪
衣―

白
樸
《
梧
桐
雨
》
的
時
代
特

」（
李
修
生
・
李
眞
渝
・

侯
光
復
編
『
元
雜
劇
論
集
』（
下
）［
百

文

出
版
社
　
一
九
八
五
年
］
所

）。

（
9
）　
引
用
は
歐
陽
修
・
宋
祁
撰
『
新
唐
書
』（
中

書
局
　
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

（
10
）　
㊟
（
８
）
參
照
。
ち
な
み
に
『
㊮
治
通
鑑
綱
目
』（
管
見
し
た
の
は
『
朱
子
全
書
』

［
上
海
古
籍
出
版
社
　
二
〇
〇
二
年
］
所

の
も
の
）
に
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
共

通
し
た
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
11
）　
嚴
敦
易
『
元
劇
斟
疑
』（
下
）「
六
十
八
　
楊
貴
妃
」（
中

書
局
　
一
九
六
〇
年
）

で
は
、
楊
貴
妃
が
嫦
娥
に
似
て
い
た
と
す
る
の
は
、
玄
宗
が
息
子
壽
王
の
妃
を
自
分

の
も
の
に
し
た
醜
聞
を
少
し
で
も
覆
い
隱
そ
う
と
し
た
言
い
譯
で
あ
る
と
み
る
が

（
五
九
九
頁
）、
嫦
娥
に
似
て
い
る
こ
と
が
、
玄
宗
が
息
子
の
妃
を
奪
う
正
當
な
理
由

に
な
り
得
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
12
）　
引
用
は
古
名
家
本
に
よ
る
。
顧
曲
齋
本
、
元
曲
選
本
同
じ
。

（
13
）　
改
定
元
賢
傳
奇
本
と
酹
江
集
本
は
「（
引
宮
娥
上
）」
を
「（
引
宮
娥
上
云
）」
に
作

る
。

（
14
）　
改
定
元
賢
傳
奇
本
は
「
八
⺼
十
五
日
」
を
「
八
⺼
十
日
」
に
作
る
。
玄
宗
の
誕
生

日
は
八
⺼
十
五
日
と
さ
れ
る
。

（
15
）　
改
定
元
賢
傳
奇
本
は
「
天
寶
四
年
」
を
「
天
寶
四
載
」
に
作
る
。

（
16
）　
繼
志
齋
本
と
酹
江
集
本
は
「
半
后
服
用
」
を
「
半
用
后
服
」
に
作
る
。

（
17
）　『
長
恨
歌
傳
』
の
引
用
は
丁
如
朙
輯
校
『
開
元
天
寶
遺
事
十
種
』（
上
海
古
籍
出
版

社
　
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。

（
18
）　『
楊
太
眞
外
傳
』
の
引
用
は
丁
如
朙
輯
校
『
開
元
天
寶
遺
事
十
種
』（
上
海
古
籍
出

版
社
　
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。

（
19
）　『
河
東
先
生
龍
城
錄
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
柳
宗
元
の
作
と
す
る
說
と
北
宋
の

も
の
と
す
る
說
が
あ
る
。
李
劍
國
『
唐
五
代
志
怪
傳
奇
敍
錄
』
上
册
（
南
開
大
學
出

版
社
　
一
九
九
三
年
）「
龍
城
錄
二
卷
」（
四
九
三
～
五
〇
七
頁
）
に
詳
し
い
。

（
20
）　『
講
座
敦
煌
４
　
敦
煌
と
中
國
衟
敎
』（
大
東
出
版
社
　
一
九
八
三
年
）「
文
學
文

獻
よ
り
見
た
敦
煌
の
衟
敎
」（
遊
佐
昇

）
に
よ
る
。「

淨
能
詩
」
に
つ
い
て
は
こ

の

と
次
の

「
衟
敎
說
話
」（
小
川
陽
一

）
に
詳
し
い
。

（
21
）　『
河
東
先
生
龍
城
錄
』「
朙
皇

遊
廣
寒
宮
」
の
引
用
は
『
百

叢
書
集
成
　
百
川

學
海
』（

文
印
書
館
　
一
九
六
五
年
）
に
よ
る
。

（
22
）　「

淨
能
詩
」
の
引
用
は
黃
征
・
張
涌
泉
校
㊟
『
敦
煌
變
文
校
㊟
』（
中

書
局
　

一
九
九
七
年
）
卷
二
に
よ
る
が
、ID

P

國
際
敦
煌
項
目http://idp.bl.uk/

（
最
終

ア
ク
セ
ス
日
　
二
〇
一
六
年
七
⺼
十
七
日
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
大

博
物
館

の

Ｓ
６
８
３
６
に
よ
っ
て
一

の
漢
字
の
表
記
を
改
め
た
。

（
23
）　『
太
平
廣
記
』「
羅
公
遠
」「

法
善
」
の
引
用
は
李
昉
等
編
『
太
平
廣
記
』
一
（
中

書
局
　
一
九
六
一
年
新
一
版
）
に
よ
る
。

（
24
）　
玄
宗
の
⺼
宮
行
に
お
け
る
衟
士
の
人
名
の
混
亂
に
つ
い
て
は
、
歬
揭
の
『
講
座
敦

煌
４
　
敦
煌
と
中
國
衟
敎
』
を
參
照
。

（
25
）　
王
伯
成
は
『
錄
鬼
簿
』
に
、
白
仁
甫
と
同
じ
元
代
歬
朞
の
雜
劇
作
家
と
し
て
記
載

さ
れ
る
。

（
26
）　『
錄
鬼
簿
』
に
よ
る
と
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
は
當
時
は
大
變
に
㊒
名
な
作
品
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
淸
初
以

に
散
佚
し
た
。
し
か
し
複
數
の
曲
譜
等
に
斷
片
的
に

殘
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
先
學
の
硏
究
に
よ
っ
て
、
全
體
像
が
ほ
ぼ
朙
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。『
長
恨
歌
』
以
來
の
楊
貴
妃
の
物
語
を

く
專

の
う
ち
『
天
寶
遺
事
諸

宮
調
』
を
論
じ
る
硏
究
に
、
遠

實
夫
『
長
恨
歌
硏
究
』（
建
設
社
　
一
九
三
四
年
）、

竹
村
則
行
『
楊
貴
妃
文
學
史
硏
究
』（
硏
文
出
版
　
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
ま

た
筆
者
も
「『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
六

集

二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
兩
者
の
關
係
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
『
天
寶

遺
事
諸
宮
調
』
の
現
存
す
る
套
數
の

錄
狀
況
や
全
體
像
を
考
察
し
た
論
考
に
關
し



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

七
六

て
は
、
拙
稿
「『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
展
開
と
季
節

寫
」（『
中
國
古
典
小

說
硏
究
』
第
十
五
號
　
二
〇
一
〇
年
）
の
附
表
を
參
照
。

（
27
）　
嚴
敦
易
『
元
劇
斟
疑
』「
楊
貴
妃
」
で
は
『
雍
熙
樂
府
』
に
輯
錄
さ
れ
た
套
數
の

う
ち
、『
雍
熙
樂
府
』
で
「
祿
山

楊
妃
」
と
題
さ
れ
た
「
飛
上
⺼
宮
」
以
外
の
五

種
を
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
と
す
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
と

は
限
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
六
〇
〇
頁
）。

（
28
）　『
文
學
年
報
』（
燕
京
大
學
國
文
學
會
　
一
九
三
二
年
）
二
〇
〇
頁
。
後
に
『
中
國

文
學
硏
究
』
所

。

（
29
）　『
曾
永
義
學
術
論
文
自
選
集
　
乙
編
』［
中

書
局
　
二
〇
〇
八
年
］
六
頁
。

（
30
）　
こ
の
順
序
は
、「『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
展
開
と
季
節

寫
」（『
中
國
古
典

小
說
硏
究
』
第
十
五
號
　
二
〇
一
〇
年
）
發
表
以
後
に
再
檢
討
し
た
順
序
で
、
附
表

の
も
の
と
は
少
し

な
る
。『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
輯
錄
狀
況
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
輯
錄
狀
況
表
」（『
中
國
學
志
』
大
畜
號
　
二
〇
一
一
年
）

を
參
照
。『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
殘
曲
の
順
序
や
物
語
展
開
を
考
察
し
た
先
行
硏

究
の
う
ち
、
⺼
宮
行
の
物
語
を
筆
者
の
こ
の
順
序
と
同
じ
順
序
と
考
察
す
る
も
の
に
、

武
潤
婷
「『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
輯
佚
及
連
綴
」（『
中
國
典
籍
與
文
化
論
叢
』
第
六

輯
［
中

書
局
　
二
〇
〇
〇
年
］
所

）
が
あ
る
が
、
⺼
宮
行
の
物
語
を
物
語
の
冐

頭
に
位
置
づ
け
る
點
が
、
筆
者
の
考
察
と

な
る
。
ま
た
武
潤
婷
氏
は
そ
の
根
據
を

『

人
錄
』
の
記
載
に
よ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
王
灼
『
碧
雞
漫
志
』
第
三
の

霓
裳
羽
衣
曲
の
項
に
引
用
さ
れ
る
も
の
で
、『
河
東
先
生
龍
城
錄
』
の
記
載
よ
り
も

略
で
あ
る
。

（
31
）　「
朙
皇
遊
⺼
宮
」［
仙
呂
宮
六
么
令
］
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
五
と
『
九
宮
大
成
譜
』

卷
六
に
全
套
輯
錄
。『
北
詞
廣
正
譜
』
第
三
帙
に

分
輯
錄
。『
雍
熙
樂
府
』
に
「
朙

皇
遊
⺼
宮
」
と
題
の
あ
る
套
數
は
卷
四
［
仙
呂
宮
點
絳
唇
］
の
も
の
と
卷
五
［
仙
呂

宮
六
么
令
］
の
も
の
の
二
種
あ
る
。

（
32
）　「
朙
皇

長
安
」
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
に
全
套
輯
錄
。『
北
詞
廣
正
譜
』
第
三
帙

に

分
輯
錄
。

（
33
）　「
遊
⺼
宮
」
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
五
に
全
套
輯
錄
。『
北
詞
廣
正
譜
』
第
七
帙
と

『
九
宮
大
成
譜
』
卷
二
十
に

分
輯
錄
。

（
34
）　「
飛
上
⺼
宮
」
は
趙
景
深
に
よ
る
題
名
。『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
一
に
全
套
輯
錄
、
題

は
「
祿
山

楊
妃
」。『
太
和
正
♫
譜
』
卷
下
、『
北
詞
廣
正
譜
』
第
十
七
帙
、『
九
宮

大
成
譜
』
卷
六
十
五
と
卷
六
十
六
に

分
輯
錄
。

（
35
）　「
⺼
宮

」
は
趙
景
深
に
よ
る
題
名
。『
太
和
正
♫
譜
』
卷
下
と
『
九
宮
大
成
譜
』

卷
七
十
三
に
全
套
輯
錄
。

（
36
）　「
朙
皇
喜
⺼
宮
」
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
と
『
九
宮
大
成
譜
』
卷
四
十
に
全
套
輯
錄
。

（
37
）　「
朙
皇
哀
哭

靖
」
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
に
全
套
輯
錄
。『
北
詞
廣
正
譜
』
第
三

帙
に

分
輯
錄
。

（
38
）　「
朙
皇
遊
⺼
宮
」［
仙
呂
宮
點
絳
唇
］
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
に
全
套
輯
錄
。

（
39
）　「
⺼
宮
遇
妖
」
は
趙
景
深
に
よ
る
題
名
。『
北
詞
廣
正
譜
』
第
一
帙
と
第
十
七
帙
、

『
九
宮
大
成
譜
』
卷
七
十
三
に
輯
錄
。

（
40
）　
引
用
個
所
は
『
太
和
正
♫
譜
』
卷
下
と
『
九
宮
大
成
譜
』
卷
七
十
三
に
輯
錄
。
本

稿
で
引
用
す
る
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
原
文
や
題
は
す
べ
て
凌
景
埏
・
謝
伯
陽
校

㊟
『
諸
宮
調
兩
種
』（
齊
魯
書
社
　
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
が
、
影
印
本
に
よ
り
一

の
漢
字
表
記
を
改
め
た
。『
太
和
正
♫
譜
』
は
『
涵

樓
祕
笈
』
第
九
集
（
北
京

圖
書
館
出
版
社
　
二
〇
〇
〇
年
）
に
輯
錄
さ
れ
た
朙
洪
武
三
十
一
年
序
刊
本
の
影
印

本
と
『
中
國
古
典
戲
曲
論

集
成
』
三
（
中
國
戲
劇
出
版
社
　
一
九
五
九
年
第
一

版
）
を
、『
九
宮
大
成
譜
』
は
大
阪
府
立
中
之
島
圖
書
館

の
淸
乾
隆
十
一
年
序
の

內
府
刊
本
を
參
考
に
し
た
。

（
41
）　
引
用
個
所
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
に
輯
錄
。『
雍
熙
樂
府
』
は
『
四

叢
刊
續
編
』

集

（
上
海
書
店
　
一
九
八
五
年
）
に
輯
錄
さ
れ
た
朙
嘉
靖
四
十
五
年
序
刊
本
の
影

印
本
を
參
考
に
し
た
。

（
42
）　『
北
詞
廣
正
譜
』
は
王
秋
桂
主
編
『
善
本
戲
曲
叢
刊
』（
臺
灣
學
生
書
局
　
一
九
八



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
楊
貴
妃
と
嫦
娥

七
七

七
年
）
に
輯
錄
さ
れ
た
淸
康
煕
年
閒
靑

書
屋
本
の
影
印
本
を
參
考
に
し
た
。

（
43
）　
引
用
は
古
名
家
本
に
よ
る
。
繼
志
齋
本
同
じ
。

（
44
）　
元
曲
選
本
と
酹
江
集
本
は
「
扮
駕
」
が
な
い
。

（
45
）　
元
曲
選
本
と
酹
江
集
本
は
「
十
美
人
」
が
な
い
。
酹
江
集
本
は
「（
捧
正
旦
上

云
）」
に
作
る
。

（
46
）　
改
定
元
賢
傳
奇
本
と
顧
曲
齋
本
は
「（
正
云
）」、
元
曲
選
本
は
「（
正
末
云
）」
に

作
る
。

（
47
）　『
朙
皇
雜
錄
』
と
『
楊
太
眞
外
傳
』
の
引
用
は
丁
如
朙
輯
校
『
開
元
天
寶
遺
事
十

種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
。

（
48
）　「
十
美
人
賞
⺼
」
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
に
全
套
輯
錄
。『
詞
林

艷
』
丁
集
と

『
北
詞
廣
正
譜
』
第
三
帙
に

分
輯
錄
。「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
は
多
く
の
先
學
の
硏

究
で
『
天
寶
遺
事
諸
宮
調
』
の
一

と
さ
れ
て
い
る
が
、
嚴
敦
易
『
元
劇
斟
疑
』
で

は
、
こ
の
套
數
は
雜
劇
の
一
折
で
あ
り
、
諸
宮
調
で
は
な
い
と
し
て
い
る
（
五
九
〇

頁
）。

（
49
）　「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
［
油

］［
天
下
樂
］
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
と
『
詞
林

艷
』
丁
集
に
輯
錄
。

（
50
）　「
十
美
人
賞
⺼
」
套
數
［
醉
扶
歸
］
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
と
『
詞
林

艷
』
丁
集
、

『
北
詞
廣
正
譜
』
第
三
帙
に
輯
錄
。

（
51
）　「
長
恨
歌
傳
」
に
は
、
楊
貴
妃
は
玄
宗
の
息
子
壽
王
の
妃
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
る

が
「
長
恨
歌
」
で
は
そ
れ
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
竹
村
則
行
「
楊
貴

妃
傳
說
の
虛
と
實―

「
長
恨
歌
」『
長
生
殿
』
を
中
心
に―

」（
九
州
大
學
中
國
文
學

會
編
『
わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
い
中
國
文
學
講
義
』［
中
國
書
店
　
二
〇
〇
二
年
］

所

）
は
「
そ
う
ま
で
し
て
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
ロ
マ
ン
ス
を
純
粹
に
美
化
し
よ
う
と

し
た
」
と
評
し
（
一
五
四
頁
）、
川
合
康
三
『
白
樂
天―

官
と
隱
の
は
ざ
ま
で
』（
岩

波
新
書
　
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、「
單
純
化
し
美
化
す
る
こ
と
で
、
一
組
の
純
愛
物

語
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
」
と
指

し
て
い
る
（
四
十
九
頁
）。

（
52
）　
引
用
個
所
は
『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
と
『
北
詞
廣
正
譜
』
第
三
帙
に
輯
錄
。




